
青葉区災害時要援護者避難支援システム
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地域の防災組織で活用 できます。

自治会の役員や防災委員 地域防災拠点の運営委員 民生委員など
で構成される地域の防災組織で「あおは災害ネット」登録者の情報 (支

えあいカード)を共有するなどして 災害に備えた安否確認や運難支援
等の役割分lBを協議するために活用できます.

次のような例を参考にそれぞれの地域に合つた活用方去をぜ0こ検討

ください

地域の防災組織

A自治会役員 (※班長等を含む)、 防災委員

地域防災拠点の運営委員

安否確認

避難支援Ａ
自
治
会

支えあいカー ド
(A自治会分)

※各自治会の規約によります

徊D登 録者の情報を集約表にまとめることが
できます。

「あおば災言ネットJ登録者の状況を町内会の役員や民生委員な

どでより簡単に把握できるよう 支えあいカー ドの情報をまとめ
た集tl表の作成に活用できます。

個D登 録者の情報入りの地図を作製できます.
災害時にま 地図を見ながら 自治会で手分けして,否確認や避難誘
導を行うことができるよう 「あおば災害ネットJ登録者全員の住居の位
置を記した地図の

'製
に活用できます.



《翻 登録者の自宅を実際に確認できます。

あらかじめ町内会の役員や民生委員などが

「あおば災害ネットJ登録者の自宅を実際に確

認したり 登録者との顔合わせなどに活用でき
ます.

嬢 防災訓練に活用 てきます。

防銅 練で「あおば災言ネット」登録者の安否確認や

0難の手助け等を想定した訓練に活用できます.

青葉区では「あおば災害ネット」の登録者に

「あんじん情報ボトル」を配付します。

「あんしん情報ボトルJはプラスチック製の筒で 中に「支
えあいカードJの本人控えを入れて 冷蔵庫で保管します.
災害時にはボトル内の情報を避難の際に役立てます。

「あんしん情報ボトル」はこんな活用方法もあります。

保険証のコピー 「かかつつけ医」の診察券のコピー お業手帳のコピー 緊急連絡先なども一
緒に保管します。こうすることで災害時だけではなく急病などの際に 救急隊が洒用することもで
きます。「かかりつけ医Jなどの医療情報があれば 搬送先の病院との調整に役立ちます.



高齢者の一人暮らし、高齢者のみの世帯 家族が働いていて日中は一人、認知症がある、

障害がある等 災害時の避難に不安を感じている方はあおば災害ネットに登録すること
ができます。お気軽に地域の民生委員または区役所までお問い合わせください。

Oあおば災害ネットのお問い合わせは―……‐=
民生委員に関することは

福祉保健課運営企画係 (TEL1 9フ 8-2433 FAX:_q78-24]9)

・地域防災拠点や防災に関することは

1裕務課庶務係 (TEL:9フ8-22]3 FA× 1978-24]0)

・福祉・ 介護サービス等に関することは

高齢 障害支援課高齢 障害事務係 (TEL,978-2444 FAX,9フ 8-242フ )
※このシステムロ

"Dお
問い合わせは どの担当ても承ります

地震時3原則

①身の安全の確保

②人の始末

③となり近所の助け合い

いつとき

選難場所

広域
運難場所

一時的に避難する場所で近隣の

公園 空
`地
など あらかしめ

地域で決¨ れた場所

大火災による熱 煙から

身を守るため遊肇する場所

自宅では

生活できない

自宅にとどまる

地域防災拠点
食料 水 救師 配付場所

家が倒壊した方等の一時的な生活場所

生活情報の日共場所

地域防災拠点での連難

生活が困難な要援護者

福 祉 避 難 所 ※釈況嚇 して麟 篠 す

地場ケアプラザ 特別曇晟老人ホーム等

※あおば災害ネットは主に     の部分を近隣の助け合いにより行うためのシステムです.


